
森の「見えない世界」に気づく

〜足元と五感でさぐる、自然学習クイズ（全20問）〜



森の中で落ち葉がどんどん積もっていくのに、

 森が落ち葉で埋まらないのはなぜ？



答え：C. 小さな虫や菌、微生物が分解しているから

森では「落ち葉＝ゴミ」ではありません。

小さな生き物たちの大切なごはんです。

食べられて分解された落ち葉は、やがて森の栄養たっぷりの「土」になります。

🌿

🌿



森の土をふむと、道よりもフカフカしています。

 なぜでしょう？



答え：B. ミミズや菌が土を耕してすき間を作っているから

ミミズなどの生き物が土を食べ、フンをしながら移動することで、

土の中に空気が入ります。

このフカフカのすき間が、雨水をたっぷり吸い込むスポンジになります。

🌿

🌿



道端にある石や木の枝を、

 むやみに動かさない方がよい理由は？



答え：B. 小さな生き物の「すみか」になっていることがあるか
ら

石の裏や枝の下は、暗くて湿っている

ため、虫やダンゴムシなどの

かっこうの隠れ家（おうち）です。

動かしてしまったときは、

そっと元の場所に戻すのがルールです。

🌿

🌿



石や倒木の表面についている緑色や白っぽいものは、

 ただの汚れではありません。何の可能性がある？



答え：A. 苔（こけ）や菌類などの小さな生き物

ただの汚れに見えても、そこに根を

張って生きている「命」です。

苔は森の湿度を保ち、虫たちの隠れ家

やごはんになる大切な役割を持ってい

ます。

🌿

🌿



森の中に入ると、外より少し涼しく感じる時があります。

 なぜでしょう？



答え：A. 木が日差しをさえぎり、水分を保っているから

葉っぱが日傘のようになり（木漏れ日）、

土の水分が蒸発するのを防ぎます。

また、植物が葉から水分を出す（蒸

散）ときに熱を奪うため、

森全体が天然のクーラーになります。

🌿

🌿



森で深呼吸すると感じる「土の匂い」。

 これは何が作っている匂い？



答え：C. 土の中にいる微生物（放線菌など）

土の中の目に見えない微生物（菌）が、

落ち葉を分解して活動するときに出る匂いです。

この匂いは、森が健康に生きている証拠なのです。

深呼吸してみましょう！

🌿

🌿



森の道で、かじられた葉っぱや穴のあいた葉っぱを

 見つけました。これは何のサインでしょう？



答え：B. 虫や動物が食べたあと（食痕）

虫の姿が見えなくても、

葉っぱの穴は「ここで誰かがごはんを

食べたんだな」という

生き物のサイン（痕跡）です。

どんなアゴの形をした虫が食べたのか、

想像してみるのも楽しいですよ。

🌿

🌿





答え：A. イノシシやアナグマなどの動物

これは、イノシシやアナグマなどの動物が、

 土の中の食べものを探したあとかもしれません。

 地面の下には、ミミズや虫の幼虫、木の根、木の実など、

 動物にとってのごはんがかくれています。

🌿



木が倒れてしまったら、

森にとって必ず悪いことでしょうか？



答え：C. 倒木は虫や菌のすみかになり、やがて土に戻る

倒れた木（倒木）は「かわいそう」

「邪魔」に見えるかもしれません。

しかし自然の中では、

虫やコケの新しいベッドになり、

森の栄養として循環する大切な役割を

持っています。

🌿

🌿



鳥が森の木の実を食べることは、

 木にとってどんな良いことがある？



答え：B. フンと一緒に「種」を遠くに運んでくれる

動けない木は、鳥に美味しい実を食べ

てもらう代わりに、

種を遠くへ運んでもらって仲間を増や

します。

動物と植物は、お互いに助け合って生

きているのです。他には、地上の動物

が運んだりもします(リス、ネズミ等)。

🌿

🌿



みんなが道を外れて、森の中を歩き回るとどうなる？



答え：A. 草や小さな生き物の場所が踏まれてしまう

人が歩いた場所は土が硬くなり、

新しい植物が育たなくなります。

また何回も踏まれた植物は

死にます。

「自然を守る」ために大切なのは、そ

こに暮らしている命を思いやり、

決められた道を歩くことです。

🌿

🌿



お菓子の袋などのゴミを森に落とすと、なぜよくない？



答え：B. 動物が食べたり、分解されずに長く残るから

自然の中の微生物は、プラスチックを

他の自然物(草/木/花など)の様に

分解して土に戻すできません。

動物が間違えて食べて病気になってし

まうなど、

森の命のつながりを壊してしまいま

す。

🌿

🌿



森の中で、一番生き物が多そうな場所はどこでしょう？



答え：B. 湿った落ち葉の下

多くの虫や微生物は、暗くて湿り気が

あり、エサになる落ち葉がある場所が

大好きです。

「落ち葉が厚い場所」

「湿っている場所」

を気をつけて観察してみましょう。

🌿

🌿



森の木の「葉っぱの裏側」を見ると、

 たまに何か見つかることがある？



答え：C. 虫の卵や小さな幼虫

雨風や天敵（鳥など）から身を隠すため、

虫たちは葉っぱの裏を安全なベッドとして使います。

表からは見えなくても、裏をのぞくと小さな命の発見

があるかもしれません。

🌿

��



森に生えるキノコ（菌類）の、

自然の中での役割は？

A. 枯れた木や落ち葉を分解する「森のおそうじやさん」

B. 森を明るく照らす

C. 木の成長を止める

D. 動物を驚かせる 



答え：A. 枯れた木や落ち葉を分解する「森のおそうじやさん」

キノコは枯れた木や落ち葉の栄養を

分解して生きています。

キノコたちは森のそうじ屋さん。

落ち葉や倒れた木をゆっくり分解

し、新しい命を育てる土にしてくれ

ます。 

��

��



木の幹の根元の方に、泥がベッタリと

 こすりつけられていました。誰のしわざ？



答え：B. イノシシなどの動物

イノシシは水たまりで泥あびをして体

についた虫を落とし、その後に木に体

をこすりつける習性があります（ヌタ

打ち）。

姿が見えなくても、すぐそこに暮らし

ている証拠です。

🌿

🌿



もし、どんぐりが全く実らなかったら、

 一番困るのは誰？



答え：C. 森の動物たち（ネズミやイノシシなど）

どんぐりは、動物たちが厳しい冬を越

すための大切なエネルギー源です。

不作の年は、動物たちがエサを求めて

人里（町）に降りてきてしまうことも

あります。

🌿

🌿





答え：D. 車が走る音

視覚（目）を少しお休みさせると、聴

覚（耳）が敏感になります。

風の音や鳥の声など、普段は気づかな

い「自然のオーケストラ」を探してみ

ましょう。

🌿

🌿



ボロボロに腐った木（朽ち木）の中は、

 ある虫の赤ちゃんのベッドです。何の虫？



答え：A. クワガタなどの甲虫の幼虫

クワガタの幼虫は、柔らかくなった朽

ち木を食べて大きくなります。

倒れた木はただのゴミではなく、新し

い命を育む「ゆりかご」なのです。

🌿

🌿



金峰山のフカフカの土（落ち葉や微生物）は、

 私たちの大切な「何」を作っている？



答え：C. きれいで美味しい地下水

森の土が巨大な天然のフィルターにな

り、雨水をきれいに浄化しながらたく

わえます。

森の「見えない世界」のつながりが、

私たちの毎日の暮らし（飲み水）を支

えているのです。

🌿

🌿



さあ、見えない世界を探しに行こう！

ただの「風景」が、たくさんの「命のつながり」に見えてくるはずです。


